
概要

　町民が安心して住み続けられる町にするためには、災害時でも安全性を確保できる
まちづくりが重要となります。
　大規模な震災をはじめ、台風による高波被害、ゲリラ豪雨による都市型水害等の災
害に対応するため、町民と協力・連携した防災・減災まちづくりの推進を図るとともに、
消防・救急活動体制の強化を図ります。
　また、地域による防犯体制の充実や交通安全対策等、安全・安心なまちづくりを推
進し、全ての町民が危険や不安を感じることのないような体制づくりに努めます。

施策評価シート（平成28年度実績）

基本構想 交通環境と防災対策の向上

重点的方針 災害や犯罪に備える地域づくり

基本計画（分野別方針）事業名 実施計画
事業数 総合評価

（１）消防・救急活動の充実強化 1 A

（２）交通安全・防犯施設の充実強化 2 A

（３）消費生活 1 A

（４）地域の安全力の向上 1 A

（５）自助活動の推進 1 B

（６）共助活動の推進 1 B

（７）公助活動の危機管理体制の強化 1 A

意見等

　交通環境と防災対策の向上を実現するためには、災害や犯罪に備える地域づくりは重
要な施策であることから、各種取り組みを推進したところ、具体的な事業は概ね予定通り
進んだため、引き続き、取り組みを推進する。
　今後さらに推進するために、持続性のある防災教育、普及啓発のあり方を考慮した上
で、迅速かつ適切な対応ができる地域社会の構築のため、地域の実情に即したマニュア
ルの作成及び地域との連携による防災訓練の実施等により、地域、行政及び関係団体
が連携し、町全体の自主的な防災・防犯意識の向上を図る。

課題
（箇条書き）

・今後は、地区防災マニュアル策定の手引き（雛形）を基に各地区の特性に合わせたマ
ニュアル作成が必要となる。

総
合
評
価

Ａ：妥当性、有効性、効率性は良好のため、引き続き施策を推進する
Ｂ：妥当性・有効性・効率性は良いが、一部改善し推進する
Ｃ：施策を推進するためには、事業を改善する必要がある
Ｄ：施策全体を見直す必要がある

Ａ

説明

　地区防災マニュアル策定を含め、交通安全、防災及び防犯等について、地域、行政及
び関係団体が連携し、町内全域での安全安心なまちづくりを推進していく体制づくりが図
られている。
　行政をはじめ、地域の安全力向上に必要な関係団体相互の連携強化を図るため、二
宮町安全安心まちづくり推進協議会の効率的な運営を継続する必要がある。

方向性

　現在の連携体制及び関連活動の維持強化を図りつつ、地区防災マニュアル策定等に
よる全町的な防災力向上を推進する。
　併せて、関係機関との緊密な連携により、町内全域で安全安心なまちづくりを推進する
体制の強化を図るとともに、地域の安全力の向上のため、見守り活動等を効率的、かつ、
継続的に実施する。

◎最終評価者[庁内評価委員会]
Ａ：妥当性、有効性、効率性は良好のため、引き続き施策を推進する
Ｂ：妥当性・有効性・効率性は良いが、一部改善し推進する
Ｃ：施策を推進するためには、事業を改善する必要がある
Ｄ：施策全体を見直す必要がある

Ａ


